
(1)平 成 7年 6月 5日 本 高 岡 窓 会 報 第21号

平 成 7年 度総 会 御 案 内
日時 6月 17日 (土)午 後3時

場所 埼玉グランドホテル本庄 (本庄駅南日)
内容 午 後3時 通 常総会

午後4時 テ ィーパーティー (無料)

記念演奏会 本 庄ウインドシンフォニカ
バリ・チューバアンサンブル

懇 親  会  午 後4時30分 会 費3,000円

御招待予定 恩 師 刀ヽ谷野歳一、加藤 博 両先生

挨

拶
発 行

本 庭 高校 同窓 会
会長 戸 谷 全 党

事務所 本庄市中央1-7-21
戸 谷  八  内

同
餐

長

戸

谷

全

克

木
々
の
緑
が

一
段
と
色
鮮
や
か

な
季
節
を
迎
え
☆
し
た
。

会
員
の

皆
様
に
は
日
々
ご
活
躍
の
事
と
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
日
頃
本
会

の
為
に
何
か
と
お
力
添
え
を
腸
わ

り
誠
に
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

私
も
会
長
就
任
以
来
満

一
ケ
年

が
経
過
す
る
わ
け
で
ご
ぎ
い
ま
す

が
、

そ
の
間
大
過
な
く
過
ご
す
撃

が
出
来
ま
し
た
の
も
役
員
始
め
会

長
の
皆
様
の
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
の

賜
物
と
深
く
感
謝
中
し
上
げ
ま
す
。

処
で
、

皆
様
の
ご
浄
財
に
よ
り
、

私
も
建
設
委
員
長
と
し
て
携
わ
り

ま
し
た
が
、

七
十
周
年
記
念
事
業

の

一
環
と
し
て
建
設
致
し
ま
し
た

食
堂
施
設
等
の
建
物
が
こ
の
四
月

一
日
を
以
て
無
寧
に
県

へ
の
寄
付

受
入
れ
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

謹

ん
で
ご
報
告
中
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、

今
回
本
部
役
員
並
び
に

支
部
長
会
の
ご
承
認
を
頂
き
、

平

成
八
年
度
版
会
員
名
簿
の
作
成
に

着
手
致
し
ま
し
た
。

名
簿
の
価
値

は
そ
の
記
事
の
正
確
き
に
掛
か

っ

て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
の
経

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
ご
案
内

の
題
り
来
た
る
六
月
十
七
日
に
は

総
会
、

記
念
音
楽
会
並
び
に
恩
師

を
囲
ん
で
の
懇
親
会
を
企
画
さ
せ

て
頂
き
ま
し
た
。

お
誘
い
合
わ
せ

の
上
ご
来
鴛
の
程
を
心
よ
り
お
願

い
中
し
上
げ
て
ご
擦
拶
と
致
し
ま

す
。
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著
者
　
武
附
ミ
サ
　

（定
四
五
）

謂

州
物
語
」

著
者
　
卜
部
義
典

　
（高

一
）

「光
だ
け
が
見
え
て
い
た
」

著
者
　
大
野
木
　
哲

（高
三
）

「笑
存

・
根
拠

・
自
然
」

寄
態
　
石
概
祐
寛

（高
十
三
）

「児
童
福
祉
施
設
要
覧
」

同

窓
　
会

平
成
六
年
度

事

業

報

告

六
月
　
働
会
報
十
九
号
発
行

０
通
常
総
会
開
催

十
月
　
０
中
高
連
絡
会
開
催

十

一
月
　
ω
会
報
二
十
号
発
行

二
月
　
０
育
英
資
金
の
支
総

０
母
校
助
成
金
の
贈
量

正
月
　
働
新
入
会
式

０
卒
業
記
念
品
の
脳
望

平
成
七
年
度

事

業

計

画

七
年
四
月
　
母
校
入
学
式
に
出
席

五
月
　
会
計
監
査

六
月
働
会
報
二
十

一
号
発
行

働
通
常
総
会
開
催

　

ヤ

七
月
　
部
活
動
の
応
援

九
月
　
中
高
連
絡
会
の
開
催

十
■
月
　
会
報
二
十
一
一号
発
行

八
年

一
月
働
母
校
へ
助
成
金
鵬
霊

０
育
英
資
金
の
支
総

二
月
働
支
部
長
会
議
の
脳
催

０
新
年
会
の
開
催

三
月
０
統
入
会
式
の
開
催

０
新
幹
事
の
委
堀

０
母
校
卒
業
式
に
出
席

な
お
本
部
役
員
会
及
び
事
務
局

会
は
毎
月
開
催

平
成
七
年
度

当
初
人
事
異
動

（
敬
称
略
）

【
転
　
出
】

（全
国
制
）

教
顕
　
飯
島
輝
雄
　
　
行
日
養
護

教
諭
　
長
嶋
由
紀
子
　
熊
谷
商
品

〃
　

小
久
保
正
史
　
　
装
沼
高

〃
　

梅
松
　
摂
夫
　
　
兜
玉
蔦

″
　

根
洋
　
　
五
　
熊
谷
農
高

″
　

若
林
敬
夫
　
狭
出
凸
（定
）

笑
助
　
鈴
木
智
装
　
退
職

（定
時
制
）

教
頭
　
小
糖
俊
夫
　
本
庄
北
高

教
諭
　
関
根
ま
す
み

深
谷
Ｈ只
全
）

【
転
　
入
】

（全
日
制
）

教
頭
　
萩
原
洋
造
　
指
導
第
ｉ
課

教
諭
　
小
島
光
工
　
日
高
高

〃
　

遠
藤
光

一　
相
対
西
高

〃
　

高
橋
雅
雄
　
吹
上
高

〃
　

飯
塚
尚
人
　
熊
谷
農
高

〃
　

若
旅
顧
合
笑
熊
谷
女
子
高

実
助
　
新
井
弥
生
　
吹
上
高

（定
時
制
）

教
頭
　
韮
塚
光
題
　
ス
ポ
研

教
諭
　
鳥
羽
雅
子
　
寄
居
高

↑旧本高校舎

旧女子高校舎 ↓
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ゴ
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片

想

い

の

記

先
輩
戸
谷
金
克
さ
ん
が
周
窓
会

会
長
に
新
任
さ
れ
同
窓
会
の

一
層

の
発
展
に
指
導
力
を
発
揮
さ
れ
る

こ
と
を
ご
期
待
中
し
上
げ
ま
す
。

と
こ
ろ
で
か
く
い
う
私
は
今
ま

で
同
窓
会
活
動
に
は
始
ん
ど
か
か

わ
り
な
く

″母
校
は
逮
き
に
あ
り

て
思
う
も
の
″
と
決
め
こ
ん
で
来

た
が
数
年
前
四
■
年
ぶ
り
に
本
庄

に
戻
っ
て
来
た
。

生
涯
学
習
社
会
と
学
校

学
校
長

坂

本
　
　
博

同
窓
会
員
の
皆
様
に
は
日
頃
何

か
と
御
支
援
、

御
協
力
を
頂
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

御
陰
様
で
学
校
は
順
調
に
平
成

七
年
度
を
迎
え
い
例
年
の
よ
う
に

溌
刺
た
る
新
入
生
が
集
う
、
ま
ぱ

ゅ
い
よ
う
な
新
学
期
ど
な
り
、
日
々

活
発
に
諸
活
動
が
展
開
さ
れ
て
い

増

野

武

夫

鴛
こ

久
し
ぶ
り
の
本
度
は

一
見
大
き

く
変
わ
っ
た
が
衛
中
を
つ
ぶ
き
に

め
ぐ
っ
て
み
る
と
私
の
故
郷
の
イ

メ
ー
ジ
は
健
在
で
本
当
に
よ
か
っ

た
と
思
っ
て
い
る
。

今
児
玉
郡
市
と
岡
部
町
の
一
市

五
町

一
村
が
地
方
拠
点
都
市
地
域

に
指
定
さ
れ
魅
力
あ
る
衛
作
り
を

目
指
し
て
ス
タ
ー
ト
し
て
お
り
大

い
に
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

し
か
し
気
が
か
り
な
こ
と
が

一
つ

あ
る
。

そ
れ
は
七
十
有
余
年
の
歴

史
と
伝
統
の
わ
が
本
庄
高
校
の
存

在
感
が
薄
く
な
っ
て
来
て
い
る
よ

う
に
見
え
て
仕
方
な
い
の
で
あ
る
。

母
校
が
わ
が
心
の
故
郷
と
思
っ
て

ま
す
。

近
年
で
は
週
休
二
日
制
が

広
が
り
、

余
暇
の
活
用
に
つ
い
て

の
関
心
が
高
ま
っ
て
き
ま
し
た
。

生
涯
学
習
時
代
に
入
り
、

学
校

の
あ
り
方
も
見
直
さ
れ
て
い
ま
す
。

い
か
に
多
く
の
知
識
や
技
術
等

を
効
率
的
に
教
え
込
む
か
で
は
な

く
、

学
習
す
る
者
が
知
識
や
技
術

等
を
主
体
的
に
選
択
し
、
自
ら
の

学
習
シ
ス
テ
ム
に
組
み
込
ん
で
い

く
能
力
を
餐
う
こ
と
が
大
切
と
な
っ

て
き
ま
し
た
。

人
生
八
十
年
時
代
に

「
い
つ
で

も
」
、

「
ど
こ
で
も
」
学
習
し
、

自

己
開
発
を
す
す
め
、

楽
し
く
生
活

し
て
い
く
、

想
像
す
る
だ
け
で
も

電

電

電

電

電

起

電

い
る
だ
け
に
さ
ほ
ど
で
も
な
い
こ

と
が
増
幅
し
て
写
る
の
か
も
知
れ

な
い
が
…
。

私
の
多
く
の
友
人

・
知
人
の
同

窓
会
を
め
ぐ
る
行
動
を
み
て
み
る

と

一
般
的
に
高
い
評
価
を
受
け
て

い
る
学
校
の
出
身
者
、

換
言
す
れ

ば
母
校
に
誇
り
を
も

っ
て
い
る
人

達
は
同
窓
会
、

母
校
に
何
か
と
い

え
ば
集
ま
り
参
画

・
貫
献
し
て
い

る
よ
う
に
思
え
て
来
る
。

日
窓
会
と
は
何
か
　
会
則
第
■

条
に
よ
れ
ば
本
会
は
母
校
と
の
逮

絡
を
密
に
し
て
そ
の
充
実

・
発
展

に
寄
与
す
る
と
共
に
…
…
去
々
と

あ
る
。

母
校
の
充
実

・
発
展
に
買
献
す

る
こ
と
は
ま
さ
に
同
窓
会
活
動
そ

の
も
の
な
の
で
あ
る
。

離
整
智
●
食
観
作
り
は
住
民
た
と
っ

て
誇
り
に
思
え
る
衛
作
り
で
も
あ

愉
快
な
こ
と
で
す
。

学
校
は
従
来
、
自
己
完
器
的
な

も
の
と
解
さ
れ
、

卒
業
し
た
ら
勉

強
は
終
り
で
し
た
。
こ
れ
か
ら
は

社
会
に
開
か
れ
た
学
校
と
し
て
、

そ
の
あ
り
方
が
見
直
さ
れ
、

質
的

な
転
換
を
求
め
ら
れ
て
く
る
と
思

い
ま
す
。
自
己
教
育
力
を
養
う
場

と
し
て
の
学
校
の
役
割
が
寵
く
な

り
、

教
え
る
側
に
も
意
識
改
革
を

求
め
て
い
る
時
代
ど
な
り
ま
し
た
。

電

起

電

電

電

電

電

る
と
思
う
。

本
度
に
は
こ
ん
な
素

晴
ら
し
い
高
校
が
あ
る
、

地
域
の

青
少
年
の
あ
こ
が
れ
分
ま
と
に
な

る
よ
う
な
高
校
が
あ
る
と
い
う
こ

と
は
魅
力
あ
る
本
産
地
方
拠
点
都

市
建
設
に
大
い
に
貢
献
す
る
に
違

い
な
い
。

七
■
有
余
年
の
歴
史
を
経
て
多

く
の
同
窓
生
が
全
国
各
地
で
多
く

の
分
野
で
括
躍
さ
れ
て
い
る
。

″母
校
は
逮
き
に
あ
り
て
思
う

も
の
″
か
ら
こ
の
際

一
歩
踏
み
出

し
て
い
た
だ
い
て
同
窓
会
活
動
を

通
し
て
母
校
の

一
層
の
充
実

・
発

展
に
貢
献
し
て
い
た
だ
く
こ
と
は

」考
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。

勝
手
な
片
想
い
か
も
知
れ
な
い

が
…
。

（本
高
三
田
卒

・
東
北
大
学
卒

あ
き
ひ
銀
行
前
頭
取
）

本

部

役

員

串

串

韓

寺

幸

韓

幹

串

寺

（平
成
六
年
十
月
現
在
）

会
　
長
　
↓メ
谷
　
全
克
　
　
一品
１

副
会
長
　
立
川
　
大
作
　
　
中
９

副
会
長
　
高
本
　
敏
子
　
　
女
８

副
会
長
　
溝
水
　
　
賛
　
　
中
輝

副
会
長
　
苦
圏
　
建
治
　
　
一角
２

副
会
長
　
塚
越
　
寿
衛
　
　
一品
２

副
会
長
　
竹
並
栄

一
郎
　
併
中
２

副
会
長
　
小
林
　
　
品
　
　
一品
１２

副
会
長
（教
頭
）萩
原
洋
造
　
【品
１２

副
会
長
（教
頭
）鋭
塚
　
光
梅

〈
芸　
計
　
内
野
ヨ
シ
ユ
　
　
女
１６

ハ
〓　
計
　
糖
水
　
正

一　
　
一烏
６

監
　
査
　
江
原
　
溝
吉
　
　
一出
４

監
　
査
　
竹
内
慮
美
子
　
　
一尚
６

顧
　
間
　
塩
原
　
英
雄
　
　
中
２

顧
　
問

岡

　

祐
孝

　

中
９

顧
　
間
（校
長
）坂
本

博
　
高
７

恩
師
計
報

岡
　
　
一
孝
先
生

去
る
平
成
六
年
十
二
月

二
十
す
日
ご
逝
去
に
な
り

ま
し
た
。

前
島
堅
二
郎
先
生

去
る
平
成
七
年

一
月
十

九
日
ご
逝
去
に
な
り
ま
し

た
。中

谷
幸
次
郎
先
生

去
る
平
成
七
年
五
月

二

十
四
日
ご
逝
去
に
な
り
ま

じ
た
。

お
二
人
の
先
生
の
ご
冥

種
を
心
よ
り
お
祈
り
中
し

上
げ
ま
す
。

支

部

役

員

，

幹

韓

幸

幸

幹

球

寺

串

串

（支
部
長
）

栗
村
　
龍
男
　
中
１６

竹
並
栄

一
郎
併
中
２

中
期
　
備

一　

中
１９

境
野

　

登

高
２

町
田
　
一
篠
　
高
５

鈴
木
　
満
配
　
中
２‐

松
本
　
敬

一　

定
１

飯
野
　
利
衛
　
中
１９

村
田
敬
次
郎
　
中
２２

野
校
　
直
治
　
高
５

井
■
　
呂
幸
　
中
２２

内
藤

　

明

高
３

荻
野

　

海

中
８

稲
島
　
好
正
　
高
３

旭

　

　

亀
日
　
本
二
　
一晟
４

北
　
　
泉
　
門
倉
　
義
久
　
中
１１

ハ
「　
　
井
　
岡
芹
鶴
五
郎
　
中
１０

児
　
　
玉
　
青
閣
　
建
治
　
一品
２

美
　
　
理
　
審
山
　
一
言
一　
高
３

神

　

川
　
金
井

久
直
　
中
２２

神

　

泉

新
井
　
従
信
　
中
１５

上
　
　
盟
　
荒
井
霞
次
雄
　
中
Ｈ

f l l藤 朝 諏 末 南 照 台 本 七 上 仲 泉 寓
日   本    部

手 田 町 訪 広 町 若 聞r町 町 町 町 町 本

岡

　

部

寄

　

屈

深

　

谷

熊

　

谷

県
庁
県
南

伊

勢

崎

新

　

町

東

　

一泉

本
庄
市
役
所

エ
ー
ザ
イ

沖

電

気

郡
市
教
職
員

茂
木
　
　
準
　
中
１４

松
本

恭
二
　
一品
２

満
水
　
　
賢
　
中
１９

西
村
　
茂
雄
　
中
１７

中
居
　
武
夫
　
一品
５

士
出”拝
　
離
荘
心
　
一
門
距

山
田

仁

十　
中
１４

臣
観
　
一工
郎
　
中
４

小
林
　
Ｈ
蹴
　
高
１２

常
本
　
茂
司
　
一出
５

村
岡
　
徳
英
　
高
１５

福
島
　
厳
　
一品
８
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1騨 歌 辞    19名
12日本大学    19名
8城 西大学    18名
4大 東文化大学  16名

80創 価大学     1

51          1名
52高 野地大学    1名
53国 立音楽大学   1名
54ダ鞍 知 秩 学   1名

58城 西国際大学   ユ 名
57新 潟薬科大学   ユ 名
58成城大学    1名
59,it村学園大学   1名

ユい般       6

6帝 東大学    9名
7寸 下大学     9名
8足 利工業大学   8名
9東 海大学    7名

11東 京国際茉挙  6名
長2明 治大学    6名
13国 士館大学_  5名
14東 京工芸大学   5名
1 5 1法政大学     5窪

61多 摩美術大学   よ 名
62大 妻女子大学   上 名
63第 一工業大学   生 名
64東 横学田大学   1名

18工学院大学   4名
17神奈,ti大学   4名
ユ8東 京電機大学  4名
19東 京農業大学   4名

2ユ武蔵大学    4名
22関陳学院大学  3名
23埼      3名
24女      3名

68     学    ユ 名
67弱 課 稗 韓  ユ 名
68独協大学    1名
69南 九州大学    1名

71日     大 学 1名
72日        1名
73日 本体育大学   ユ 名
74鵡 服 知 快 学  1名
75 韓 徹 弓浮    上
76ガ     学
77北 畳大学
78名城大学
79目 白大学

28聖学院大学   3名
27青 山学院大学   3名
28千 葉工業大学   3名
20中 央大学    3名
30文 化女子大学   3
31文 教大学    8名
32明 治学院大学   3名
38囲 學院大学    3名
34石 F卜!1大学    2名
35駿 溺台大学    2

81          1名
82鈴 鹿国擦大学   1名
83麗 沢大学     1

合格者数合計  269名
36神 奈川工科大学  2名
37専修大学    2名
38早 稲田大学    2名
39大 正大学    2名
40 増Pりに弓浮概耗ン(だ浄      2
4よ残 核 馳 韓   2名
42八 戸工兼洋挙  2名
43麻 布大学    2名
44明海大学    2名
45・ヨ整為岡亜重メぜ害曇       1
46関 陳学園大学   1名
47共 立女子大学   生 名
48田 it大学     1名
49近畿大学    生 名

<圏 公立大学> 延 べ数

2埼 玉大学
3宇 都冨大学
4弘 前大学
5東 北大学

５

１

１

１

１

２

名
名
名
名

鞠 合計  11名

進
路
状
況

進
路
指
導
部

目

黒

輝

久

今
春
は
、

四
年
制
大
学

へ
の
合

格
が
延
べ
数
で
ｉ
八
〇
名
、

内

一

六
九
名
の
者
が
入
学
し
ま
し
た
。

以
下
、

短
大
九
四
名
、

大
学
校

一

名
、

専
門
学
校
五
四
名
、

就
職
九

名
の
生
徒
が
そ
れ
ぞ
れ
の
道
に
進

み
ま
し
た
。

又
、
こ
の
二
、

四
年
の
女
生
徒

の
増
加
に
と
も
な
い
、

四
大

へ
の

進
出
を
は
じ
め
と
す
る
女
子
の
活

躍
が
め
だ
ち
ま
す
。

現
役
で
の
進

路
先
を
決
定
す
る
割
合
は
、

男
子

五

一
％
に
対
し
、

女
子
は
、

七
七

％
と
二
億
以
上
に
な
っ
て
い
ま
す
。

男
子
は
、

少
し
の
ん
び
り
し
た
盛

が
あ
り
ま
す
が
、

今
後
の
活
躍
を

期
符
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
春
の

現 本 高

貫4 I15 田6 犠

大
学

園公 5 I 3

男 女 .
2  3

と二宮営古霞」L～
1  5

樋 86 66 84 30  42 i 72

短 大 F38 102 73 1  88 1 89

大鞭 3 0 1  0'  1

朝
盤 75 82 68 17  35 i も2

就 腱 16 6 6 6  31 9

決定者
モ卦  言ヤ

263 237 232 57 171 228

浪 人 214 181 ユ75 125  52 177

卒業者 477 418 407 182 223 405

現役の
進路先
幸貯 数

全
踊
％

盆

野

％

全
５７
％

女
７７
％

男
３‐
％

鉢
描
％



平成7年 6月 5日 本 高 同 窓 会 報 第21号  (4)

終
身
会
費
納
入
に

つ
い
て
お
願
い

親
愛
な
る
会
員
の
指
様
、

私
連
は
母
校
へ
の
寄
与
貫
献
と

会
員
相
互
の
親
陸
向
上
を
念
服
に
努
力
し
て
お
り
ま
す
が

主
た
る
基
礎
財
源
は
終
身
会
費

念
電
万
円
）
を
主
と
し
て
い

ま
す
。

未
納
の
方
の
御
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

終
身
会
費
ご
納
入
の
際
に
は
左
記
田
座
に
ご
入
金
下
さ
い
。

郵
便
局
振
込
口
座
番
号

○
〇

一
三
〇
―

六
―

一
八
七
〇
二
〇

本
高
同
窓
会
役
員

一
同

終
身
会
費
納
入
の
方
は
全
員
新
会
員
名
簿
に
掲
載
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

欝

納
入
者
芳
名

緑
輸
）

平
成
６

●
‐１

●

一品
‐３松

本
　
松
江

一出
２‐四

分

一
縦
則

一品
２７鹿

山
み
ど
り

高
３‐小

林
　
弘
満
、

塩
原
美
子
代
、

町
旧
　
機
昭
、

矢
代
　
享

一

一内
３２今

井
　
　
弘
、

岡
田
　
和
人
、

金
子
　
や豊
行
、

川
田
　
雅
史
、

正
組
　
健
司
、

根
岸
　
伸
樹
、

浜
田
　
政
弘
、

原
　
　
善
孝
、

７
～
７

ｏ
３

●
研

福
島
　
利
浩
、

雷
下
み
ど
り

高
３３小

池
　
弘
之
、

羽
烏
　
株
行
、

増
田
　
勇
司

一的
３４岡

田
真
由
美
、

新
鎧
　
　
浩
、

常
本
　
千
秋
、

根
岸
　
治
子
、

渡
辺
　
賢
司
、

三
友
　
基
雄

一問
３５石

関
　
高
志
、

岩
熊
　
真
理
、

黒
澤
　
正
弘
、

杉
浦
　
　
功
、

鈴
木
　
義
久
、

笠
本
　
部
子
、

高
柳
　
一
彦
、

竹
井
　
秀
寿
、

山
田
　
和
彦

高
３６大

村
　
正
行
、

佐
藤
　
雅
江
、

丸
岡
　
祥
ｉ
、

苦
田
　
宏
美

高
３７青

木
　
　
剛
、

植
井
　
徹
也
、

亀
観
　
光
澄
、

中
島
　
　
一完
、

宮
澤

　

満
、

茂
木
　
　
守

高
３８須

永
　
秀
人
、

出
牛
　
順
子
、

中
村
美
佐
子

高
３９浅

田
　
美
子
、

江
田

知
久
　
明
美
、

鶴
田

穂
崎
　
伸

一
、

茂
木

隠
４０井

翻
佳
寿
代
、

大
関
　
良
雄
、

小
野
沢
　
要
、

近
藤
　
健
司
、

高
橋
　
美
和
、

中
塚
　
健

一
、

松
本
　
勝
己
、

茂
木
　
洋
子
、

若
林
　
敬
夫

一角
４‐木

村

茂
雄
、

塚
間
　
　
伸
、

奈
良
　
和
則
、

本
山
　
起
子

高
４２浅

畑
　
康

一
、

河
野
　
秀

一
、

斎
藤
　
　
敦
、

杉
原
　
啓
介
、

鈴
木
　
厚
夫
、

住
慶
　
縄
二
、

関
口
　
新

一
、

竹
井
　
正
好
、

週
中
恵
美
子
、

田
部
井
陽
子
、

中
村
　
彩
子
、

永
井
　
隆
之
、

根
岸
　
格
子
、

書
田
　
住
心

一島
４３新

井
　
昌
之
、

樫
村
　
利
恵
、

拓
珠
董
（美
子
、

高
橋
　
義
信
、

鍋
田
　
格
子

高
４４飯

野
ャ

秀
明
、

大
幅
由
紀
子
、

笠
原
　
子
明
、

河
村

恵
美
、

昭 哲 努

r………●―中●●……Ⅲ……・・……・――・・―…………・― ・・……・…―・・― "……・・―中●●
■

ス回―ガン

1.名 誉ある歴史と伝統に輝 く母校を愛 し母校
の発展に寄与しよう。

1.本 高岡窓会の旗の下に結集 し、地域に香り

高い文化の花を咲かせよう。

1.人 間関係を大切にし、会員相互間に親睦の

輪を拡げよう。

1.組 織を整備強化し、機能的な連絡網を拡充
して、同窓会の活性化を図ろう。

1.建 学の精神を尊重し、後輩の指導育成に努
めよう。

戸
谷
早
首
台

高
４５上

原
　
雅
行
、

大
本
　
英
明
、

大
久
保
直
也
、

常
木
　
正
之
、

徳
山
　
黄
行
、

二
浦
　
恭
子
、

高
範青

山
　
優
子
、

安
食
　
　
潤
、

新
井
志
津
乃
、

五
十
嵐
　
香
、

伊
沢
　
卓
宏
、

今
井
　
史
則
、

岩
田
　
美
貴
、

内
閣
　
議
幸
、

江
口
　
祐
ｉ
、

片
桐
千
意
子
、

亀
森
久
美
子
、
≡神

原
　
亜
哉
、

小
林
　
美
枝
、

小
和
瀬
優
子
、

柴
崎
　
光
治
、

高
田
明
日
番
、

高
橋
　
伸
夫
、

武
阻
　
雅
彦
、

長
南
　
　
学
、

塚
越
　
芳
彦
、

永
井
　
厚
美
、

波
形
　
智
江
、

橋
本
　
健
司
、

早
野
し
の
ぶ
、

松
島
　
晃
子
、

横
山
　
美
季

定
３５丸

的
　
東
擦

定
４５瀬

山
　
貴
史
、

武
田

ミ

サ

八
年
度
版
会
員
名
簿
発
刊
の
為

に
各
卒
年
の
幹
導
役
の
方
に
転
簿

作
成
協
力
委
員
と
し
て
そ
の
年
度

の
同
窓
生
の
湖
息
の
正
確
な
情
報

の
ご
提
供
を
こ
れ
か
ら
お
瀬
い
致

し
ま
す
。
ご
協
力
の
ほ
ど
宜
じ
く
。

尚
、

職
業
別
会
員
名
簿
な
る
も

の
が
必
ず
後
日
間
窓
会
と
は
無
関

係
の
業
者
よ
り
発
判
さ
れ
ま
す
。

く
れ
ぐ
れ
も
ご
注
意
下
さ
い
。

●●」

平
成
７
年
３
月
卒
業

■

同
窓
会
幹
事

一
覧

釜

走

）

ク
ラ
ス
　
氏

名

　

電

話

（〇
四
九
五
は
省
略
）

よ
　
五
十
嵐
溝

一
（〇
四
八
五
）

（
８６
）湾
〓
二
九

根
鮮
明
田
呑

（〇
四
八
五
）

（
８５
）閥

一
八
二

２
　
坂
本
　
捜
太

（０
四
八
五
）

（
８７
）踏
正
三
二

大
和
田
理
森
（
２４
）〇

一
〇
六

３
　
深
谷
　
学
理

（〇
四
八
五
）

（
２５
】

七
二
五

田
村
　
彩
子

（〇
四
八
五
）

（
８５
）〇
六
七
ｉ

４
☆
“品
田
　
義

一
（○
榔
八
五
）

（
７３
と

≡
一〇
〇

関
田
佐
知
子

（
〇
四
八
五
）

（
８８
￥
ｆ
ｒ
〓
一

５
　
中
島
　
和
紀

（〇
四
八
五
）

（
８８
▼
一九
〇
二

，凸
旧
　
理
想
（
７６
）
〓

Ｅ
ハ
四

６
　
稲
地
　
大
介

（〇
四
八
五
）

（
８７
）四
三
三
二

肯
本
　
敦
子

（〇
四
八
五
）

（
３２
）〓
八
九

一

７
　
荻
山
　
一潟
広

（Ｏ
門
八
五
）

（
２‐
）〇

一
九
四

☆
横
澤
　
崇
子

（〇
四
八
五
）

（
撤
）囲
九

一
二

８
　
竹
内
　
成
嘉

（○
踏
八
五
）

（
２３
）三
三
〇
九

五
置
　
謡
子

（〇
四
八
五
）

（
７‐
）五
七
八
〇

９
　
朋
畑
　
統

一
（
２４
〉
一〇
九
八

幅
澤
　
梨
沙
（
３３
王

六
七
五

定
　
黒
沢
　
　
正
（
２４
〉
一五
三

一


